


1 『艶本多歌羅久良』

02『艶本多歌羅久良』上冊　序文

01『艶本多歌羅久良』上冊表紙

『
艶
本
多
歌
羅
久
良
』

上
冊　

板
坂
Ａ
本

中
冊　

浦
上
満
氏
本

下
冊　

板
坂
Ｂ
本



2巻頭カラー図版3 『艶本多歌羅久良』

06『艶本多歌羅久良』上冊　口絵

05『艶本多歌羅久良』上冊　口絵

04『艶本多歌羅久良』上冊　序文・扉絵

03『艶本多歌羅久良』上冊　序文



i はじめに

は
じ
め
に

曲
亭
馬
琴
の
読
本
を
研
究
対
象
に
決
め
て
、
ま
ず
口
絵
や
挿
絵
、
文
字
の
欠
け
や
掠
れ
な
ど
書
誌
研
究
の
方
法
を
学
ん
だ
。『
南
総
里

見
八
犬
伝
』
初
版
書
誌
を
纏
め
た
く
て
、
日
夜
側
に
置
い
て
い
た
の
は
林
美
一
氏
『
秘
板
八
犬
伝
』（
緑
園
書
房
、
一
九
六
五
年
）
で
、
掉

尾
に
載
る
「
附
編
・
八
犬
伝
の
初
版
本
」
は
綴
じ
糸
が
切
れ
る
ほ
ど
に
使
い
込
ん
で
い
た
の
に
、
こ
の
書
が
艶
本
『
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
』
紹

介
を
中
軸
に
据
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
。
性
的
な
画
像
が
規
制
さ
れ
て
い
た
時
代
の
書
物
で
は
あ
る
が
、
無
知
と
は
愚
か
し

い
も
の
で
あ
る
。

架
蔵
し
た
最
初
の
春
画
は
絵
巻
『
小
柴
垣
草
紙
』
と
歌
麿
『
絵
本
笑
上
戸
』
中
の
数
葉
で
、
共
に
夫
の
古
筆
蒐
集
に
紛
れ
込
ん
で
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
国
芳
『
当
盛
水
滸
伝
』
や
国
貞
『
恋
の
や
つ
ふ
ぢ
』、
英
泉
『
艶
説
筑
紫
琴
』
な
ど
が
少
し
ず
つ

入
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
開
き
、
そ
の
描
線
の
美
し
さ
、
彫
り
と
摺
り
に
施
さ
れ
た
技
巧
の
巧
妙
さ
に
喫
驚
し
た
。
通
常
の
戯
作
の
墨
摺

の
美
に
も
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
が
、
艶
本
の
豪
奢
な
鮮
や
か
さ
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
艶
本
は
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
対
象
と
な
っ
た
。
さ
い
わ

い
、
二
〇
一
三
年
に
開
催
さ
れ
た
大
英
博
物
館
で
の
春
画
展
以
降
、
こ
れ
ま
で
は
秘
匿
さ
れ
て
き
た
艶
本
類
が
古
書
店
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
り
、
二
十
余
年
を
掛
け
て
か
な
り
の
書
が
集
ま
っ
た
。
収
納
箱
の
数
が
増
え
て
い
く
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
世
界

も
拡
が
り
、
点
在
す
る
知
見
を
結
び
つ
け
て
よ
り
大
き
な
世
界
へ
の
道
を
探
り
た
く
な
る
。
艶
本
に
は
、
職
人
と
し
て
の
浮
世
絵
師
と
彫

師
、
摺
師
の
プ
ラ
イ
ド
が
惜
し
げ
も
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
戯
作
者
が
担
当
す
る
附
文
で
は
、
性
が
笑
い
と
結
び
つ
い
て
奇
想
天

外
の
展
開
が
描
か
れ
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
驚
き
の
世
界
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
世
の
中
に
一
番
多
く
出
回
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
艶
本
か
、
と
い
う
素
朴
な
問
い
か
ら
、
艶
書
往
来
を
書
誌
と
内
容
の
歴
史
的

変
遷
か
ら
見
て
い
っ
た
。
次
い
で
馬
琴
に
関
わ
る
艶
本
を
丁
寧
に
読
み
解
く
こ
と
を
目
指
し
た
。
馬
琴
は
非
合
法
の
出
版
物
と
の
関
わ
り



iiiii 目　　次 はじめに

を
峻
拒
し
た
稀
有
の
戯
作
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
っ
た
く
の
別
世
界
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
馬
琴
を
通
し
て
、
私
の
艶
本
世
界
の

探
訪
を
こ
こ
ろ
ざ
し
た
。
し
た
が
っ
て
取
り
上
げ
た
作
品
数
は
多
く
は
な
い
。
艶
本
を
楽
し
み
、
そ
れ
を
通
し
て
の
人
流
を
読
み
解
く
こ

と
を
目
指
し
た
も
の
で
、
研
究
書
と
し
て
は
趣
味
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
艶
本
は
世
に
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
説
明
を
入
れ
て
い
る
。
江
戸
の
文
化
を
裏
側
か
ら
支
え
た
豊
饒
な
美
を
、
少
し
で
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

甚
で
あ
る
。
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〇　

草
双
紙
は
句
読
点
を
補
い
、
語
句
を
適
宜
、
漢
字
に
置
き
換
え
た
。
元
の
仮
名
は
振
り
仮
名
に
移
し
て
原
型
が
辿
れ
る
よ

う
に
配
慮
し
、
原
文
に
付
い
て
い
た
振
り
仮
名
は
（　

）
内
に
い
れ
、
明
ら
か
な
誤
り
が
見
ら
れ
る
場
合
は
（
マ
マ
）
と

振
っ
た
。
た
だ
し
序
文
等
、
お
お
む
ね
振
り
仮
名
つ
き
の
部
分
は
、
そ
の
旨
を
記
し
て
原
文
通
り
に
翻
刻
し
た
。

〇　

読
本
は
、
原
文
の
句
読
点
、
漢
字
を
活
か
し
て
翻
刻
し
た
。

〇　

字
体
は
で
き
る
限
り
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
が
、
漢
字
仮
名
と
も
、
旧
字
・
異
体
・
略
体
字
は
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。

一
、
艶
本
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
各
書
に
よ
る
書
誌
の
違
い
が
大
き
い
こ
と
か
ら
厳
密
に
は
統
一
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し

て
注
記
を
付
け
た
。

〇　

序
文
、
附
文
は
で
き
る
限
り
、
原
文
の
ま
ま
に
翻
刻
し
た
が
、
句
読
点
が
な
く
読
み
に
く
い
場
合
な
ど
は
適
宜
、
句
読
点

を
補
う
な
ど
の
措
置
を
施
し
た
。

〇　

字
体
も
で
き
る
限
り
原
文
を
活
か
し
た
が
、
作
字
に
頼
る
文
字
も
あ
り
、
漢
字
仮
名
と
も
、
旧
字
・
異
体
・
略
体
字
は
現

行
の
も
の
に
改
め
た
。

図
　
版

本
書
に
は
、
二
百
を
超
え
る
図
版
を
掲
載
し
た
。
架
蔵
本
の
他
に
、
浦
上
満
氏
所
蔵
の
貴
重
な
艶
本
類
を
多
数
、
閲
覧
・
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
以
下
の
各
所
蔵
機
関
に
も
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
図
書
館

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
」
と
記
す
）

専
修
大
学
図
書
館

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

そ
の
他
、
艶
本
閲
覧
を
ご
許
可
く
だ
さ
り
、
数
々
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
皆
様
や
諸
機
関
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

凡
　
　
　
例

・
本
書
の
研
究
対
象
は
曲
亭
馬
琴
を
め
ぐ
る
艶
本
お
よ
び
艶
書
往
来
で
あ
る
。
艶
本
に
つ
い
て
は
性
的
な
描
写
や
画
像
が
多
い
が
、
研
究

目
的
の
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翻
刻
箇
所
や
画
像
か
ら
性
的
内
容
の
故
を
以
て
の
一
部
削
除
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
原
著
か
ら
の
引

用
部
分
な
ど
に
、
人
権
に
関
わ
る
用
語
の
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
学
術
論
文
と
し
て
の
性
格
か
ら
原
文
の
ま
ま
で
用
い
た
。

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

・
書
名
等
は
、
難
読
の
も
の
に
つ
い
て
は
最
初
の
記
載
箇
所
に
読
み
方
を
現
代
仮
名
遣
い
で
傍
記
し
、
書
名
索
引
は
現
代
仮
名
遣
い
に

従
っ
て
並
べ
た
。

・
艶
本
に
お
け
る
作
者
や
画
師
の
隠
号
は
、
原
本
の
記
載
を
活
か
し
、
索
引
ペ
ー
ジ
に
一
括
し
て
提
示
し
た
。
な
お
、
隠
号
等
に
つ
い
て

は
、
主
に
以
下
の
参
考
資
料
を
用
い
た
。

林
美
一
『
江
戸
枕
絵
師
集
成
』
全
五
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
九
～
九
四
年
）、『
江
戸
艶
本
集
成
』
全
十
三
巻
、
別
巻
『
江
戸

艶
本
大
事
典
』（
中
野
三
敏
、
小
林
忠
監
修
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
一
～
一
四
年
）

白
倉
敬
彦
『
絵
入
春
画
艶
本
目
録
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）

早
川
聞
多｢

春
画
艶
本
基
本
デ
ー
タ｣

早
川
氏
に
は
、
作
成
デ
ー
タ
の
使
用
の
み
な
ら
ず
種
々
の
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
て
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
翻
刻
・
画
像
掲
載
部
分
は
、

一
、
絵
組
は
各
丁
見
開
き
を
一
面
と
し
て
画
像
を
掲
載
し
、
柱
刻
の
あ
る
も
の
は
丁
付
と
裏
表
を
（
ウ
・
オ
）
と
し
て
示
し
た
。
な

お
、
艶
本
に
は
柱
刻
が
な
い
も
の
も
多
く
、
丁
付
記
載
を
省
略
し
た
。

一
、
本
文
翻
刻
は
丁
移
り
を　

」
で
示
し
、
丁
付
け
を
（　
　

）
内
に
原
本
表
記
を
活
か
し
て
記
し
た
。

一
、
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
戯
作
類
は
次
の
方
針
に
よ
っ
た
。
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3 第一節　『艶本多歌羅久良』─曲取主人の艶本附文

第
一
節
　『
艶
本
多
歌
羅
久
良
』

─
曲
取
主
人
の
艶
本
附
文

艶え

本ほ
ん

は
「
好
色
本
」
と
し
て
古
く
は
仮
名
草
子
時
代
の
寛
文
十
三
（
１
６
７
３
）
年
五
月
の
禁
令
か
ら
取
締
対
象
と
さ
れ
て
き
た
（
（
（

。
そ
の

後
、
享
保
、
寛
政
、
天
保
の
三
大
改
革
の
度
に
「
好
色
本
之
類
ハ
風
俗
之
為
に
も
よ
ろ
し
か
ら
さ
る
儀
に
候
間
、
段
々
相
改
、
絶
板
可
仕

事
（
（
（

」（
享
保
七
（
１
７
２
２
）
年
十
一
月
）
と
取
締
対
象
と
な
っ
た
が
、
一
番
苛
烈
だ
っ
た
の
は
天
保
改
革
時
で
、
十
二
（
１
８
４
１
）
年
十
二
月

に
は
人
情
本
と
春
本
が
大
量
に
押
収
さ
れ
て
板
木
は
破
却
さ
れ
、
筆
禍
の
犠
牲
者
も
多
く
出
た
。
馬
琴
は
『
著
作
堂
雑
記　

三
十
八
』
に
、

こ
の
年
の
六
月
、
合
巻
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
作
者
柳
亭
種
彦
が
咎
め
ら
れ
、
同
書
が
絶
版
と
な
っ
た
件
を
記
し
、「
予
寛
政
三
年
よ
り

戯
墨
を
以
て
渡
世
に
做
す
事
こ
ゝ
に
五
十
三
年
也
、
然
れ
共
御
咎
を
蒙
り
し
事
な
く
、
絶
板
せ
ら
れ
し
物
な
き
は
大
幸
と
い
ふ
べ
し
、
然

る
に
今
玆
よ
り
新
板
の
草
紙
類
御
改
正
、
前
条
の
如
く
厳
重
に
被
二
仰
出
一
候
上
は
、
恐
れ
慎
て
戯
墨
の
筆
を
絶
て
余
命
を
送
る
外
な
し
（
（
（

」

と
書
き
添
え
た
。
艶
本
は
禁
令
発
効
の
後
、
一
、
二
年
は
そ
の
刊
行
が
著
し
く
減
る
が
、
そ
の
後
に
は
ま
た
大
量
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

厳
し
い
禁
忌
の
対
象
と
な
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
殊
に
個
人
の
注
文
制
作
で
あ
る
肉
筆
作
品
や
知
人
へ
の
配
り
本
な
ど
の
豪
華
版
は
取
り

締
ま
ら
れ
て
お
ら
ず
、
江
戸
後
期
に
は
戯
作
と
艶
本
、
す
な
わ
ち
合
法
と
非
合
法
の
刊
行
物
が
併
存
し
て
、
娯
楽
と
し
て
の
読
書
世
界
を

作
り
上
げ
て
い
た
。
多
く
の
著
名
な
戯
作
者
や
画
師
は
艶
本
と
関
わ
っ
て
生
き
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
馬
琴
は
法
に
触
れ
る
こ

と
を
恐
れ
、
戯
作
者
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
文
政
期
以
降
は
「
好
色
本
」
と
は
は
っ
き
り
し
た
距
離
を
置
き
、
恐
れ
謹
む
姿
勢

を
と
り
続
け
て
い
た
。

曲
亭
馬
琴
は
法
の
埒
外
に
あ
る
書
物
と
の
関
わ
り
を
嫌
悪
し
た
稀
有
の
戯
作
者
で
あ
る
が
、
彼
と
て
も
艶
本
の
世
界
と
ま
っ
た
く
繋
が

り
を
持
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
若
年
時
の
例
外
的
な
執
筆
は
と
も
か
く
、
彼
の
人
気
作
品
は
高
名
な
画
師
た
ち
に
よ
っ
て
艶
本
化

さ
れ
、
そ
れ
ら
も
ま
た
、
世
に
広
が
っ
て
い
た
。
曲
亭
馬
琴
と
そ
の
著
作
に
関
わ
る
艶
本
を
林
美
一
氏
、
白
倉
敬
彦
氏
の
目
録
、
早
川
聞

多
氏
の
御
教
示
（
（
（

、
雑
誌
の
特
集
号
な
ど
か
ら
集
め
て
、
表
「
馬
琴
関
連
艶
本
一
覧
」（
表
1
）
と
し
た
。
艶
本
は
い
ま
だ
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
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一
　
歌
麿
『
艶
本
多
歌
羅
久
良
』
に
つ
い
て

曲
亭
馬
琴
が
自
ら
附つ
け
ぶ
み文

の
筆
を
執
っ
た
艶
本
は
『
艶え

本ほ
ん

多た

か

ら

ぐ

ら

歌
羅
久
良
』
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。
口
絵
は
喜
多
川
歌
麿
に
よ
る
が
、
艶

本
を
量
産
し
て
い
た
寛
政
末
年
の
作
で
、
構
図
や
筆
遣
い
、
彩
色
に
年
を
追
っ
て
歌
麿
が
腕
を
上
げ
て
い
く
様
相
が
窺
え
る
作
で
あ
る
。

殊
に
上
冊
の
暗
闇
の
中
の
盗
賊
が
が
ん
ど
う
の
灯
り
を
室
内
に
投
じ
、
そ
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
夜
具
や
湯
文
字
の
鮮
や
か
さ
が
中
央

の
男
女
の
白
く
絡
み
合
う
肌
を
際
だ
た
せ
る
口
絵
第
三
図
（
図
1
）
や
若
い
丁
稚
・
吉
ど
ん
を
取
り
合
う
娘
た
ち
の
第
四
図
（
図
2
）、
涼
み

や
非
公
開
箇
所
の
収
集
が
ほ
と
ん
ど
で
、
資
料
デ
ー
タ
の
集
積
が
な
か
な
か
成
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
漏
れ
も
多
く
、
十
全
の
も
の
と
は
い

え
な
い
。
ま
た
表
の
中
で
も
、
残
念
な
が
ら
4
『
閨
精
粋
股
伝
』、
12
『
枕
説
遊
美
張
月
』
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
情
報
を
得
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
表
を
辿
る
こ
と
で
、
馬
琴
と
関
わ
る
艶
本
の
大
方
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

本
書
第
一
章
で
は
、
表
中
の
馬
琴
自
ら
が
関
わ
っ
た
艶
本
を
手
が
か
り
に
、
そ
こ
か
ら
伸
び
て
い
く
思
索
の
経
路
を
追
い
、
馬
琴
世
界

に
ほ
の
見
え
る
妖
艶
な
世
界
の
拡
が
り
を
攻
究
す
る
。
第
二
章
で
は
馬
琴
の
人
気
著
作
に
因
む
艶
本
を
取
り
上
げ
、
艶
本
作
成
に
携
わ
る

人
々
の
連
鎖
を
辿
っ
て
い
く
。
第
三
章
は
馬
琴
か
ら
離
れ
て
、
江
戸
後
期
の
人
々
に
最
も
親
し
ま
れ
た
艶
書
往
来
の
世
界
を
取
り
上
げ
る

こ
と
と
す
る
。

書
名

画
師

序
・
作
（
隠
号
）

序
・
作（
戯
作
号
）

刊
行
年

西
暦

冊
数　

他

1
艶
本
多
歌
羅
久
良
喜
多
川
歌
麿

曲
取
主
人

曲
亭
馬
琴

寛
政
十
二
年

１
８
０
０
色
摺
半
３
冊

2
春
の
に
し
き

喜
多
川
月
麿
か

曲
取
主
人

不
明

文
化
六
年

１
８
０
８
色
摺
半
３
冊

3
春
窓
秘
辞

淇
澳
堂
主
人（
識
語
）、
飯
台
狂
夫　

他
蜀
山
人
、
曲
亭
馬
琴　

他

文
化
十
年

１
８
１
３
大
本（
折
帖
）１
帖

4
閨
精
粋
股
伝

歌
川
国
虎
か

朴
念
人

歌
川
国
虎

天
保
元
年
頃
１
８
３
０
頃
色
摺
半
３
冊

5
艶
勢
喜
雑
志

歌
川
芳
信
か

寅
（
ボ
ボ
）
山
人

桃
華
園
三
千
麿

天
保
四
年

１
８
３
３
色
摺
折
帖
３
冊

6
恋
の
や
つ
ふ
ぢ

歌
川
国
貞

曲
取
主
人

花
笠
文
京

天
保
七
年

１
８
３
６
色
摺
大
３
冊

7
枕
辺
深
閨
梅

歌
川
国
芳

好
色
外
史

花
笠
文
京

天
保
十
年

１
８
３
９
色
摺
半
３
冊

8
金
瓶
梅

歌
川
国
貞

歌
川
国
貞

天
保
十
二
年

〜
弘
化
元
年

１
８
４
１

～
１
８
４
９
肉
筆
絵
巻
１
帖

9
艶
色
八
犬
伝

二
代
歌
川
国
貞

嘉
永
五
年

１
８
５
２
小
判
12
枚
組
物

10
淫
篇
深
閨
梅

歌
川
派

江
戸
妻
恋
淫
士
慕
々
山
人

仮
名
垣
魯
文

前
輯
安
政
三
年

後
輯
安
政
四
年

１
８
５
６

１
８
５
７
墨
摺
中
２
冊

11
佐
世
身
八
開
伝
　
佐
勢
川
茶
子

野
交
庵
主
人
慕
々
山
人

仮
名
垣
魯
文

安
政
四
年

１
８
５
７
墨
摺
中
３
冊

12
枕
説
遊
美
張
月

恋
川
笑
山

恋
川
笑
山

安
政
〜
文
久

１
８
６
０
前
後
折
帖
１
冊

表
１
　
馬
琴
関
連
艶
本
一
覧

図 1　『艶本多歌羅久良』上冊口絵第三図

図 2　『艶本多歌羅久良』上冊口絵第四図

図 3『艶本多歌羅久良』上冊口絵第七図


